
GW.に、陸上自衛隊に勤務している長男

が帰省してきました。すると、「ニワトリが

死にそうだ」と、上官から電話がありまし

た。私は国家機密にかかわる暗号かと緊張

しましたが、そうでなく駐屯地で飼ってい

る鶏でした。山中でのサバイバル訓練中の

際、後方支援のヘリがやって来て、生きた

ままの鶏が投下され、下でそれを追っかけ

て捕まえ、ナイフでさばいて調理し食べる

という動画を YouTube で見ました。寺の息

子である長男は、食事後に亡

き鶏に戒名をつけ葬式をする

「特命係」です。鶏には院号

のついた立派な戒名がつけら

れていて笑いました。そう言えば彼には、

動物の弔い方を教えていなかったです。

俊徳丸

先日コストコで購入したカーペット（約

2 畳）。色も鮮やか、絵もかわいい、動物も

たくさん描かれてお

り、足触りもよく、

お値段以上。

息子が喜ぶと思い

きや、「日本はどこ？普通の地図と違うよ」

と。日本は右端にちょこっと、お城のマー

クのみ。 国によって地図の描き方も違う

事を学んだことでしょう。タグを読むとス

ミソニアン（アメリカ）デザインとありま

した。コストコですからね。

訶梨帝母

バーゲンにかこつけて購入しました。不

肖の息子にはまだ早いですが、ゆくゆく一

緒に遊べたらいいな

と思っております。

今は書籍もデジタル

化が進んでいます

が、紙には紙の温もりがあります。手の平

や指先を使って、その温もりを感じて欲し

いと願っています。 やっさん

皆さん、観ておられますかな？もちろん

『鎌倉殿の 13 人』です。5 月中旬現在です

と平家が滅んでしまいました。

ちょうど今月号の

『私説法然伝』でも書

かせていただいた源平

合戦、とくに一の谷の

合戦の様子もちゃんと放映されました。残

念ながら我らが熊谷次郎直実は登場しませ

んでしたが、三谷幸喜脚本は実に面白い一

の谷合戦をやってくれましたね。ますます

目が離せない展開です。 征阿

岐阜県美濃地方では、遺骨は土に還すと

いう慣習があります。納骨後の骨壺をお持

ち帰りにならないので、「綺麗に洗って梅

干か佃煮でも入れておいては」と提案する

のですが、優しく拒絶されます。

境内の南高梅の実

が膨らむのを見て

「SDGs の観点から

テストに協力しても

らえないか」と囁いています。迷走ボー
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「おっかのうえ〜ひ〜なげしの花で〜占うの

あ〜の人の心〜」      

 この春、宿根草の為に庭の傍らで養生して

いた鉢に芽吹いた葉。ん？去年ここに居た子

と様子の違う葉が出てきたな、と眺めていた

らコレ。どうやらヒナゲシのようです。

色も優しく可憐な花

なので暫くは水を与

えて眺めておりまし

たが、気づくと近隣で

あまた見かけます。側溝脇コンクリートの隙

間、街路樹の足元、容赦なく芽吹く生命力の

強さ。「最初の清楚な印象と違って随分気が

お強い」とでも申しましょうか。少し気にな

り調べてみました。するととんでもない厄介

者ということが判明しました。

 その一見可憐に見えたお嬢さんの名は「長

実雛芥子」。日本で最初に発見されたのは

年東京都世田谷区。そもそも園芸種として輸

入されたわけではなく、輸入作物に種子が混

ざって広まったのだそうです。その名の通り

「芥子粒」の細かな種子が、車のタイヤ、人

の靴裏や風によってあちこちに運ばれて爆発

的に勢力拡大。 株で 万粒。土壌を選ばず

発芽適温も守備範囲が広く、今やほぼ全国制

覇。他植物を圧倒するその繁殖力は外来種な

がら賛美に値する優秀さ。とうとうわが町、

わが庭にも降臨。

 さらにこのお嬢さん、厚かましいだけでは

なく、毒まであるのだそう。無論、「育てて

はいけない芥子に含まれる麻薬成分」ではあ

りませんが、アルカロイド性の有害物質があ

り、素手で触るとかぶれる事と、アレロパシ

ーによって他の植物の育成が阻害されるそう

です。

 「ごめんなさいね、知ってしまったら、も

う貴女をココへは置いておけないわ。私の庭

には丹精込めて育てた大事な子たちがいるの。

世間知らずの箱入り君たちは、貴女の色香に

目が眩んできっと侵食されてしまうわ。貴女

が多年草でないと聞いて少し安心しています

が、油断はできないわね。少々手荒ですけど

お許しあれ。」と、まだ花を咲かせていまし

たが、親の仇とばかりに根こそぎ駆除いたし

ました。

 夕方学校から帰ると、朝顔と紫陽花に水や

りをする息子。「ママ大変、ここのポピーが

なくなっちゃってる。」

「いいの、ポピーの事は

もう忘れなさい。あの子

には毒があったの。触る

と赤いボツボツができ

るのよ。だから私が始末

しました」

「あそ」

（あら、意外とあっさり諦めたわね。泣かれ

なくてよかったわ。また私が綺麗な子を探し

てくるから…）

 なにやら十数年後のやりとりを暗示するよ

うなお話になりました。

              訶梨帝母



近況を知りたくて、「総本山光明寺 画像」

でググってみましたら、なんと、３月に入山

式に臨まれた第八十八世法主、香空教英猊下

のお写真が誰でも拝見できるようにアップさ

れていました。

建久９年の創建以来 824 年、史上初の女性

ご法主です。著作権の関係でここには転載を

控えますが、「気負わず 泰然と」と表された

優しいお顔をスマホでご覧いただけます。

資質・実績があっても女性

や人種などを理由に一定の職

位以上には昇進させようとし

ない組織内の現象を「ガラスの天井」と呼び

ます。「目には見えない障壁」です。

世界各国に女性大統領・首相が誕生してい

ます。お寺へお参りの方の過半数が女性です。

その時代に、性別や年齢を理由に人材登用を

怠っている国や組織に将来があるでしょうか。

入山之疏に次の一節があります。

「時恰も寺院を取り巻く環境は混沌を極め

世相また不安にして人情浮薄なり 此の世情

に当たり宗門の興隆と教学教化の進展を期し

時代即応の体制を整えるの要 今より切なる

はなし」

檀家制度が崩れ、安定収入を確保できない

寺院が毎年消滅しています。お寺も他の業界

同様、収入格差が広がっているのです。さあ、

どうすれば良いのでしょう。

出家者が生涯かけて追求したいものと、在

家者が求めるものとは違います。

「坊さんは声の良い人が一番。ぶさいくな

坊さんの説法など聞きたくない」こう書き残

したの誰だと思います？

清少納言です。平安時代随一の才女がこの

ミーハー振りなのです。

当時の貴族はこぞって高僧に授戒を求めま

した。今でいう現世利益です。法然上人はそ

の求めに応じられています。「応病与薬」です。

連休中に、当山へ３人の中学生が揃って着

物姿でお参りになりました。高校の合格祈願

と十三参りです。その際、了解を得て撮影し

た写真を Facebook にアップしましたら、リー

チが 365ありました。通常の３倍です。

毎日、テレビで観るニュースは暗いものば

かり。お寺＝お弔いという印象が固定してい

ます。お寺がお慶び事の場になり、華やかな

雰囲気に包まれてい

る。「いいなぁ」と思

って、クリックして

くれたのでしょう。

十三参りは京都・大阪では盛んですが、東

海地方ではほとんど知られていません。この

儀式を広めたいと思うのは私の勝手な願望で

すが、ホームページで知って、うちの子にも

と遠方から車を飛ばしてお越しになるご家族

は笑顔で佛様に手を合わせておられます。

お寺が取るべき「時代即応の体制」は、お

参りになる方が教えてくださる、真摯に向き

合えば良い、と信じています。 迷走ボー
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お稲荷さまとの交換条件 



『
私
説
法
然
伝
』(

８
８)

助
け
て
ほ
し
い
③

先
月
号
で
は
法
然
上
人
の
弟
子
に
な
り
た
い
若

者
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
。
今
月
号
は
法
然
上
人

の
弟
子
に
な
り
た
い
武
者
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。

【
な
ぜ
坂
東
武
者
達
の
中
か
ら
法
然
上
人
の
弟
子

に
な
り
た
い
者
が
現
れ
た
の
だ
ろ
う
か
？

名
だ
た
る
武
者
が
法
然
上
人
の
弟
子
と
な
っ
て

い
る
事
実
が
あ
る
。
そ
の
理
由
を
知
る
に
は
、
ど

の
よ
う
な
武
者
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
弟
子
と
な

っ
た
の
か
を
知
れ
ば
、
そ
の
理
由
も
浮
か
び
上
が

る
か
も
し
れ
な
い
。

武
家
・
武
者
出
身
の
弟
子
の
中
で
最
も
有
名
な

の
が
熊
谷
次
郎
直
実
そ
の
人
で
あ
ろ
う
。
『
平
家

く
ま
が
い

じ

ろ
う
な
お
ざ
ね

物
語
』
の
「
敦
盛
最
後
の
事
」
で
平
敦
盛
を
涙
な

が
ら
に
打
ち
取
る
の
が
熊
谷
次
郎
直
実
で
あ
る
。

熊
谷
次
郎
直
実
は
、
永
治
元
年
（
一
一
四
一

え
い
じ

年
）
武
蔵
国
熊
谷
郷
に
生
ま
れ
た
。
父
の
代
よ
り

熊
谷
の
地
を
所
領
と
し
た
の
で
、
熊
谷
を
名
乗
っ

た
。
父
の
熊
谷
直
貞
が
早
く
に
亡
く
な
っ
た
の
で
、

母
方
の
伯
父
の
久
下
直
光
に
育
て
ら
れ
る
。
保
元

く

げ

な
お
み
つ

の
乱
、
平
治
の
乱
に
参
加
。
十
代
の
頃
か
ら
戦
に

参
加
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
伯
父
の
久
下
直
光
の

家
人
と
し
て
京
の
都
で
働
く
事
に
嫌
気
が
さ
し
て

名
将
で
あ
っ
た
平
知
盛
に
仕
え
た
と
い
う
。
そ
の

関
係
か
ら
か
、
大
庭
景
親
が
頼
朝
挙
兵
に
備
え
て

お
お

ば

か
げ
ち
か

相
模
国
へ
帰
還
す
る
。
そ
れ
に
伴
い
直
実
も
ま
た

関
東
へ
帰
還
す
る
。
そ
の
後
、
頼
朝
の
挙
兵
時
に

は
大
庭
景
親
の
下
で
平
家
方
と
し
て
戦
う
が
、
石

橋
山
の
戦
い
以
後
は
頼
朝
配
下
の
御
家
人
と
な
る
。

そ
し
て
頼
朝
の
佐
竹
攻
め
で
武
功
を
上
げ
、
熊
谷

郷
の
所
領
を
安
堵
さ
れ
た
の
だ
が
、
こ
の
時
点
で

伯
父
の
久
下
直
光
と
は
完
全
に
不
仲
と
な
っ
た
模

様
で
あ
る
。

源
頼
朝
が
「
鎌
倉
殿
」
と
し
て
関
東
の
「
王
」

と
な
り
、
直
実
は
久
下
直
光
の
配
下
で
は
な
く
、

鎌
倉
殿
の
配
下
と
し
て
独
り
立
ち
し
た
わ
け
で
あ

る
。
そ
し
て
対
平
家
と
の
最
終
合
戦
に
は
最
前
線

に
配
属
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
本
軍
と
も
言

え
る
源
範
頼
麾
下
で
は
な
く
、
別
働
隊
ま
た
は
特

殊
部
隊
と
も
言
え
る
源
義
経
麾
下
で
戦
う
の
で
あ

る
。源

義
経
の
源
平
合
戦
と
言
え
ば
、
一
の
谷
の
合

戦
が
ま
ず
そ
の
筆
頭
で
あ
る
。
言
わ
ず
と
し
れ
た

一
の
谷
の
戦
い
の
逆
落
と
し
が
あ
る
が
、
こ
の
逆

落
と
し
は
七
十
騎
ほ
ど
の
精
鋭
に
よ
っ
て
行
っ
た

と
伝
え
ら
れ
る
。
当
時
の
義
経
軍
は
一
万
騎
と
も

言
わ
れ
る
て
い
る
が
、
義
経
は
総
大
将
と
し
て
動

く
の
で
は
な
く
、
生
ま
れ
つ
い
て
の
前
線
指
揮
官

で
あ
っ
た
。
軍
勢
を
分
け
て
動
か
し
、
自
身
は
あ

く
ま
で
前
線
指
揮
官
と
し
て
最
前
線
の
小
隊
規
模

を
率
い
た
。
そ
の
中
に
直
実
も
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
逆
落
と
し
と
い
う
日
本
戦
史
初
の
特
殊
部

隊
に
よ
る
奇
襲
作
戦
、
そ
の
最
前
線
に
い
た
の
が

彼
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
彼
と
い
う
人
物
が
い
か
な

る
人
物
で
あ
っ
た
の
を
如
実
に
示
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
】

以
下
次
号
に
続
く
（
征
阿)

熊谷之次郎直實像／北村西望作ブロン

ズ製（JR熊谷駅北口）
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